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研究成果の概要（和文）：本研究では、自分の状態を標識する自己モニタリングを感覚知覚体験

に基づいて検討した。(1)主観的消失錯視を用いて物理的な情報変化と主観的な情報変化を区別

する能力を測定し、急激な物理的変化が両者の区別に重要であることを示した。(2)急激な変化

がない物理情報の処理と主観的体験は必ずしも対応しないことを示した。(3) モニタリング不

全と関連する統合失調型パーソナリティは知覚体験に影響することを示した。本研究から心理

課題を工夫してパーソナリティ研究を組み合わせることが自己モニタリングの検討に有効であ

ると考える。 

 

研究成果の概要（英文）：We investigated self-monitoring of one’s own state change in 
association with perceptual experience. (1) We used a subjective disappearance phenomenon 
to create two experimental situations (subjective and physical target disappearances) 
in order to examine discrimination of the information source about a target disappearance. 
When a target physically and abruptly disappeared, observers could discriminate 
subjective disappearances from physical ones. (2) We showed that the perception of 
constantly moving objects in the peripheral vision does not necessarily correspond to 
stimulus processing in the early visual cortex. (3) Participants with high schizotypy 
were assumed to show weak self-monitoring and reported less subjective disappearance in 
the lower visual field. On the basis of these findings, we suggest that the presence of 
abrupt and salient physical changes may be important for successful self-monitoring and 
that schizotypy may influence perceptual experience. By devising psychophysical tasks 
in combination with personality study, we show that the analysis of self-monitoring is 
possible. 
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１．研究開始当初の背景 

意識を研究するアプローチには、大きく 2
つあるとされ  (Georgieff & Jeannerod, 
1998)、１つは、外界にある対象やイベント
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についての認識であり、もう１つは自己に関
連する認識を研究対象としたものである。な
かでも本研究が注目する後者については、運
動動作が自分自身によるものか否かのモニ
タリング（監視）を通して自己が認識される
という観点でこれまで考えられてきた（浅
井・丹野, 2007）。そのため、明確な運動動
作を伴わない自己の状態、例えば「私が自分
の目を通して赤い車を見ている」という視覚
を通した自分自身の状態変化 (Adolph & 
Tsuchiya, 2007) についてのモニタリング 
は十分に説明できない現状がある。自己が視
覚や聴覚などの感覚を用いて外界から情報
を受け取っている状態のモニタリングにつ
いて検討することは、実在しない外界情報を
体験してしまう錯覚・幻覚やパレイドリア等
の幻視体験などを説明できる可能性につな
がると考える。 
 

２．研究の目的 
本研究では、今現在の自分の状態を標識・

保証する自己モニタリング機能を運動動作
という観点からのみ考察するのではなく、よ
り一般化された形で捉えることを目的とし
た。そのために、視覚を主な題材として、自
分自身が外部からの物理的な情報を自身の
感覚器官を通して体験するという状況と、実
在しない外界情報を体験してしまう状況（錯
覚・幻覚等）を監視・区別するメカニズムを
新たな心理課題を作成して分析する。また、
自己モニタリング障害があるとされる統合
失調症 (Frith, 1992) と関連する統合失調
型パーソナリティの強弱が感覚知覚体験に
与える影響も併せて検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 外界情報の変化を感じ取る自己のモニ
タリングについて 

主観的消失現象を利用して、視対象の主観
的な消失を体験する状況と物理的な視対象
の消失を自身の感覚器官を通して体験する
状況の 2 つの状況を作り出して、実験被験者
には各試行でいずれかの状況を呈示し、2つ
の状況の弁別を求める課題を行った。なお、
物理的消失が生じる試行では、視対象の物理
的消失にかかる時間（0ミリ秒から 800ミリ
秒）を操作した。また、同様の課題を視対象
が運動する状況においても実施した。得られ
たデータは信号検出理論をもとに分析した。 
 
(2) 感覚・知覚情報処理と主観的体験の関連
性についての検討 
 眼前の一定方向に運動する物体を見てい
るという主観的体験と、物理的な情報を自身
の感覚器官を通して受容することの対応関
係を新たな測定法で検討した。 
 具体的には、中心部と周辺部で運動方向が

異なる赤色と緑色の 2つのランダムドットパ
タンを重ねて、赤と緑のパタンを反対方向に
運動させると、主観的には中心と周辺のいず
れにおいても同色のドットが同一方向に運
動しているように感じられる主観的誤結合
現象 (Wu, Kanai, & Shimojo, 2004) と、
運動する物体の色に随伴して得られる色随
伴性運動残効 (Blaser, Papathomas, & 
Vidnyánszky, 2007) を組み合わせた課題を
作成した。この研究では、数十秒ほど主観的
誤結合現象を観察し続けた後に、赤または緑
色のランダムドットで作られた運動（テス
ト）パタンがどの方向に運動しているように
感じられるかを答えた。本課題を用いて、主
観的体験が視覚情報処理とどのように対応
しているか、そして主観的体験が得られる情
報処理レベルについて推定を行った。 

 
図  (2)の研究で用いた刺激の一例 

 
(3) 統合失調型パーソナリティが感覚・知覚
体験に及ぼす影響の検討 
 自己モニタリング不全をもつという統合
失調症 (Frith, 1992) との連続性が仮定さ
れる統合失調型パーソナリティ傾向
(Claridge, 1997) について、同傾向を測定
する質問紙調査 (Schizotypal Personality 
Questionaire- Brief, Raine & Benishay, 
1995; 伊藤・大部・太田・高尾・坂本, 2008) 
を大学生約 200 名に対して実施した。その上
で、統合失調型パーソナリティ傾向高群・低
群を設定し、視対象の提示視野に応じて運動
誘発盲等の主観的消失現象の生起頻度・生起
時間が変動するかを検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 外界情報の変化を感じ取る自己のモニ
タリングについて 
視対象に関する物理的な情報の変化（物理

的消失）が急激かつ顕著なものであることが、
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物理的に存在する情報を自身が体験してい
るか否かの弁別を容易にすることを見出し
た。さらに、物理的な視覚情報が 200ミリ秒
から 400ミリ秒程度かけて変化するときに特
に弁別が困難になること、変化する視対象が
静止していても、動いていても同様の結果が
得られることが明らかとなった。今後さらに
様々な主観的消失現象を始めとする錯視を
用いて課題の一般化に努めるとともに、統合
失調型パーソナリティ傾向との関連性につ
いて検討していくことが必要であろう。 
 
(2) 感覚・知覚情報処理と主観的体験の関連
性についての検討 

図にある刺激に対して、被験者が安定して
主観的誤結合（同色のドットは同一方向に運
動しているという知覚）が得られている時の
色随伴性運動残効は、主観的体験に依存する
のではなく、物理的に与えられている刺激に
対応して生じる傾向が見られた。物理刺激に
対応して得られた色随伴性運動残効は、比較
的初期の視覚野では物理情報自体の受容・処
理をある程度正確に行っていたことを示す
ものの (Blaser et al., 2007)、初期視覚野
での処理は今現在の自分がどういった情報
を受容している状態かの把握にはあまり関
係していないと思われる。また、(1)にある
急激かつ顕著な物理情報の変化がない限り
は物理的変化を受容する自分の状態の把握
は困難であると考えられた。 
 
(3) 統合失調型パーソナリティが感覚・知覚
体験に及ぼす影響の検討 

統合失調型パーソナリティ高群では、特定
の視野位置（特に下視野）において主観的消
失が生じるまでに時間がかかり、主観的消失
の持続時間も短くなることを見出した。この
ことは、モニタリング不全に関連するパーソ
ナリティが知覚体験自体に影響する可能性
を示しており、今後は、より直接的に自己モ
ニタリング機能と知覚体験の関係性を検討
していくことが必要であろう。 
(4) その他 
 上記の視覚を題材とした研究に加えて、触
覚運動知覚の研究については、触覚刺激提示
のタイミングや持続時間の操作や聴覚刺激
の付加および姿勢の影響によって体験され
る運動方向が変容する現象を報告した。 
 また、脳機能画像研究については当初計測
装置内において(1)の心理課題を行う予定で
あったが、課題に必要となる試行数を十分に
確保することが難しく、実験刺激・課題のさ
らなる改良が必要であることがわかった。そ
こで上述までの統合失調型パーソナリティ
高群・低群を分類し、視覚処理の特性を検討
するための脳機能計測研究に着手した。 
 

本研究から、感覚知覚体験における自己モ
ニタリング機能およびその諸側面は心理測
定法の工夫により分析・評価できる可能性が
示された。さらに自己モニタリング不全と関
連する統合失調型パーソナリティを始めと
したパーソナリティ研究を組み合わせるこ
とで、自己モニタリング機能を多角的に捉え
ることが可能となり、臨床応用への道筋を開
く意味で重要になると考える。 
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